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i韓蕗科大学館 の前後
中野徹三氏に開く (3)-

1 札幌短期大学への就職

今関「前回は60年安保関争まで話していただきました」

中野「そうでしたね」

今西

今西「今日は1960年代から，先生が共産党から除名される84年ぐらいで行きた

いと思うんですけれども， 63年にはもう，今の札幌学院大学の方へ移られた，

当時は短大の方へ行かれたんですよね」

中野「いや， 63年には札幌短期大学に就職したんです。その時にはこの学園に

は短大しかなかった」

今臨「では63年4月は 9 札幌短期大学の専任講師になられたんで、すね」

中野「そうで、す」

今茜「科目は何を担当されていたんで、すか」

中野「社会思想、史という科目と歴史，それからドイツ語と三科目でしたが，昼

と夜があるんで，結構忙しい。札幌短大っていうのは，恐らく鐙期大学では日

本でここだけと思いますが， 70年代のはじめまで，外国語は英語のほかに独仏

のいずれかのラ二カ国語を必修にしていたんですよ，夜隈部も含めてね。それ

で僕の前の年にここの専任になった八木橋貢君という哲学の友人が，中野は社

会思想、史も麿史もできる，それにドイツ語もやれるから，採用して損がないヲ

といって短大の教授会でがんばってくれて，お蔭でここの専任になれたのです。

僕が短大で人一倍頑張れたのは，ひとつには孔明の出師の表じゃありませんが，

誰も普通は助けないこれほどの公然党員の僕を引っ張ってくれたこの患に『応

うるに馳駆を以てすJ の思いがあったから，だと思います」

[ 1 J 
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f1965年はいわゆるヲ日韓関争で、すね」

「うーんまあヲそうで、すねJ

「日韓条約の頃は， {可か運動をされてたんで、すかJ

「いや，ほとんどしてないですね 9 私も札幌短大に入るまでヲこういう学

校があることすら知らなかった。それくらいひっそりと生きていた短大で， 60 

年安保の時も学生運動らしい動きもなかったようです。前身の札幌文科専門学

院はラ終戦の翌年の年に鮪立されたんですがヲ自分の校地も校舎もなく，

の池の側にあった農業館という雨漏りする古い建物を借りて 9 授業をし

ていたんです。まだ札幌に私立の大学がない時代ですがラこの文専は昼間部と

社会人相手の夜間部を持ち 9 経済科，法科，文科の三科構成で発足したんです

が，復員学生も多く，向学心に富む優秀な学生が集まってユニークな学校だっ

たらしい。男女共学も実施しました」

女比はどれ位だったんですか，男性の方が在倒的に多かったんで、すか」

「もちろん男性が多かったんですが9 戦後で、意欲的な女性も結構いたよう

です。男女共学は 9 北海道ではここが初めてだと開いています」

「その頃はまだ女性は女子大の時代ですからねJ

「最初はまだ各種学校で9 卒業しでもなんの資格もない，それで学生たち

は文専を札幌文科大学にする運動を起こしたんですが，さしあたりこの文専は

「札幌短期大学J となって1950年に認可を受けました。この頃までは，北大に

はじめて文系学部(法文学部， 1947年)が出来たあとで，北大や小樽商大の先

生たちが沢山教えに来ていて，カリキュラムはなかなか充実してたんですよ O

あの伊藤整さんや田文学の風巻景次郎さん，小樽商大の仏文学の松尾正路さん

なども，教壇に立っていましたJ

今西「どういう方が創立者なんで、すかJ

中野「創立者は小林傭佑さんといって，小樽商大の前身の小樽高商を出て，そ

れから東京商大に進んで，召集されて軍務に就いて，復員してから，大学時代

の友人と語り合って，文化国家としてこれから日本が生きるためには，是非大

学とそこでの民主主義に基づく教育が必要だ，という使命感からヲ文専の創立
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を決意し多くの人の協力を得て実現した，というようです。小林さんはその

後日交ハイヤー始めいろいろな企業を興し，ユニークな本道の経済人として活

躍し商大を開設するためにも大きな役割を果たしてくれました」

2 札i操短期大学の発麗

今酉「先生が専任になって給料はどれくらいだ、ったんで、すか」

中野「僕が入った持の初任給は確か2万4，5千円ぐらいでしたかねラそれで

もそれまでは昼間夜間の高校の非常勤が20時間近くと家庭教師を合わせても

やっと 1万3， 4千円でしたからラ感激してねヲ早速給料袋を親父の家の仏壇

に上げて， じいちゃんとばあちゃんの霊にラ F長い関心配かけました』と報告

しました。」

今題「奥さんとは結婚されていたんで、すか」

中野「結婚したのは短大に勤める 2年前の61年でヲそれで今年法ちょうど満50

思年なんです。彼女は北大農学部の研究室の職員になってたんですが，僕は大

学院のオーバードクターでラ定職に就いていないんでラ 7つ年下の妻の扶養家

族になりました。こういうケースの，多分草分けだと患いますが。子供が三人

生まれでとうとう退職してからもラ大学作りから大学経営9 党活動と党内鴎争，

そして本来の仕事である研究教育活動と，途方もなく忙しい僕とずいぶんと

労をともにしながらラ支えてくれました。」

今西「奥さんのお名前は，なんとおっしゃいますか」

中野「元の姓は平賀っていいます。戦艦陸奥などを設計したあの平賀譲の平賀ラ

名は拝啓の啓を書いてひろこと読みます」

今西「短大にはお友達とかヲやっぱり共産党の組織はあったんで、すか」

中野「組織はなかった。私の前には，小樽商大を出て名大の大学院に行ってラ

水田洋さんのところで経済学史を研究した，たいへん勉強家の鈴木亮さんとい

う人がひとりぽつんといてラ僕が移籍して 2人になってラふたりで相談しなが

ら活動を始めたんです。彼は僕と違って冷静なりアリストの一面を持ち，いろ

いろ教えられました。その時の専任教員はラ全部でたった 9人でした」
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今西「でも，面白いですねヲ戦後の北海道で，そういう勤労者教育をやろうと

いう意欲で私立学校を設立した人がいたというのlえ非常に興味深いで、すね」

野「そうですね，でも私が入った時には労働組合もないし，老人夫婦がやっ

ていた小さな売癌と食堂だけでもちろん生協もない，学生の学友会といくつか

のクラブはあるけど，北大の学生運動のようなものもない。資産としては55年

にやっと取得した3，300平方メートル強の校地に吉い木造 2階建てを建て増し

た2，800平方メートルの校舎と国書室だけ。でも理事には今井デパートの今井

道雄さんとか北海道のハイヤー業界の草分け的存在の北交ハイヤーの柴野安三

郎さんとか，そうそうたる顔ぶれはいるが，短大にははとんど関心がなくて，

理事会にもほとんど出て来ない。主力銀行は拓銀(北海道拓殖銀行)でしたが，

そこからは定年者が理事長になって座っているだけ。しかしこの前後から第一

次ベピーブームの世代が押し寄せはじめて，全国的に私立大学ラッシュが始

まっていまして，短大の理事者も札幌短大を四年制大学にすることを，考えて

いたんで、すj

今西「それで動いてたんですか，68年前後がいわゆる私学の創設ブームで、すねJ

中野「そうそう」

今酉「ちょうど，だから学園闘争のきっかけにもなるわけですよね。大学は学

生数急増しますからね，校舎も足りない。教室も足りない，講義室にも入れな

いって状態でラあちこちの大学で紛争の火種が生まれますj

中野「その頃ですか，入学されたのは」

今西 f68年です， 1968年に入学しました」

中野「ああ，ちょうどうちの札幌商大が出来た年だJ

今西「先生が，常務理事としてやられた頃くらいが，私の入学の年で、す」

天野「京都もわりとその頃ボコボコできたわけで、すか」

今西「そうそう，龍谷大学では経営学部，法学部なんかを新設されています。

文学部は江戸時代からある僧侶の学校からの伝統を引き継いでいます」

中野「その私大ブームのお蔭で32歳でやっと就職できて，今度は50分 1コマの

昼夜合わせて週8コマ 7時間のノルマであとは家に帰ってもいい， もう北大
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安保共闘の共産党代表幹事の仕事も細胞委員会もおさらば，班会議も高校のア

ルバイトもない，それで何もしなくたって，何もしないんじゃないけど，給与

は倍。それに手当もある O ワイフの扶養家族の身分からも解放。ゃあ大学の専

任教員つてのはいいもんだな，と最初の 1年は往復の路すがらしみじみと幸福

を噛みしめました(笑)。これはもう，マルクスのいう『真の自由の国』だと(笑)。

そのお蔭であとで大学づくりや常務理事の恐ろしい繁忙がやって来ても，たい

して苦しいとは感じなかった。皆さんにいいますが，やはり苦労は，若いうち

にした方がいいですよ(笑)J

今西「向感ですね。それだけは，先生が共産党から貰った恩恵ですね(笑)J

3 希望学圏への吸収の危機

中野「本題にもどりますが，しかし，当時の本学の理事会が考えていた大学開

設のプランが，とてつもなく杜撰で非民主的なものだ、ったことは，すぐはっき

りしました。私が勤めて間もなくの63年7月頃，理事会がつくった『札幌高科

大学設置準備委員会』の金巻賢字委員長(小樽商大教授)と越山専務理事とが，

短大の土屋学長にも教授会にも諮ることなく F商大の専任教員予定者J を決め

て，依頼状を発送していた事実が判明しました。短大を母胎として設立すると

いうのに，私学ではこんな大学自治の採摘がありうるのか，とまず、び、っくりし

ました。早速緊急教授会を要求して，理事長と専務理事の出席を求めて皆で追

及すると，専務理事と委員長は辞任し，短大の教員会員が入る新しい準備委員

会が出来ました。それで今度は自分たちで理事会の計画を検討してみるとヲそ

の社撰さが次々と浮かび、上がった。この年の春から，短大の校舎の一部を壊し

て鉄筋コンクリート 5階・地下 l階の校舎の建設が始まり，秋にはその躯体工

事が終わりましたが，短大の3，300平方メートルの校地に校舎を建てても，四

年制大学の設置基準には全く適合しない。入学定員200名の商科大学を開設す

るには，その10倍近くの約30.000平方メートルの校地と5，000平方メートルの

校舎を，申請時に所有していなければならないんです。だからこの新校舎は，

今の短大の校舎としてしか，活用できない。しかもこの校舎は，躯体工事で中
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断されてしまい，短大は取り壊された!日校舎の分だけ狭くなって，授業にも支

障を生ずるようになったんです。どうして工事が止まったかと理事長に開くと，

未払い分が3，600万円あるんでヲそれが決済されないと内装工事はしてもらえ

ない，という O でも，この工事を請け負っているのは，短大の一番吉い理事の

地崎組ですから，これしきの未払いで工事ストップ。っていうのはおかしいし

また理事長が送り込まれている拓銀が融資しないのも納得できない。それで僕

らは，何者かの黒い意図が動いている，と感じたわけで、す」

中野「それで、僕らは，今後に予想される不測の事態にも対処できる体制づくり

を，教職員と学生に呼びかけて急ぐことにしました。その一つは教職員組合を

結成することで，これは翌64年の 4月に全員で結成しました。 20数人の小さい

組合ですが，同時に北海道の私学教祖に加盟。もう一つは，北大で生協運動の

経験を持つ僕が中心になって，一部と二部(夜間部)の学生に呼びかけて，そ

れぞれ10数名ぐらいの準備委員会を発足させ，その精力的な活動で64年の年末

に札幌短期大学生活協同組合が誕生しました。これは あとで、わかったんです

が，日本で、最初の短期大学生協だったんです。これが契機になって学生との連

帯も進み，新校舎の時時完成と四年制昇格の早急な実現とは，短大の教職員と

学生の共同の二大スローガンになっていきました」

今西「当時は，全学協議会という発想、が生まれてきていましたから」

中野「まあ，大きな意味ではそういっていい，と思います。 65年になっても，

新校舎の内装は依然としてストップしたままなので，教授会と学友会は，拓銀

からの3，000万の融資の実現に協力してほしい旨，学園の全理事に署名で要請

しました。すると拓銀は，全理事の保証という条件付きでなら，融資に応ずる，

という意向を内示したんですが，でもそれは，ただ 1名の理事(これは今井理

事ですが)が，他人の借金の保証はまかりならぬ，という家憲があるから，と

いう理由で保証を拒否したため，実行不能となりました。すると11月に関かれ

た短大の理事会は，もう短大単独で融資獲得の見込みはない，という理由で，

突如札幌第一高校を経営している希望学園との合併を決議したんです。実はわ

れわれはこの問題について，この年の夏頃から非公式の打診を受けていたので
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すが，我々は教授会との事前の協議なしに合併などを決して決議しないよう理

事長に強く申し入れ，その約束を得ていたのでした。当時の第一高校はヲ再三

の一方的な学費値上げで父兄が授業料を法務局に寄託するような事件がおこっ

ており，また金星ハイヤーの社長岩沢靖という理事長の感心できない世評とあ

いまって，僕らは強い警戒心を持っていました。

詳しい話は，僕が F学園創立40年記念誌J の沿革の第4章に書いた記述を見

ていただくことにして，要点はこういうことです。この理事会決議に対する教

職員と学生の怒り一一狭い校舎の援は，怒りと抗議の張り紙で覆われましたー

に直面して，理事長と，この決議を主導した柴野理事が教授会に出席して，我々

を説得しようと努めたんですがヲ我々はこの事態をこう読んでいました。

1 .希望学園の岩沢理事長は，札幌短大を吸収合併して手っ取り早く四年制

大学をつくろうという意閣があり，自分の主力銀行である拓銀の幹部と示し合

わせて，短大に不利な状況を意図的につくらせた。

z .他方地崎組はラやはり自分の主力銀行である拓銀幹部と語らってラ自分
の債権の回収のためにも有利で，また大学のための校地の取得など今後足介で

国難な事業にかかわらないですむこの合併案に賛成し，その状況づくりに加担

しfここと O

3 .拓銀幹部は恐らく実力者の柴野氏にもラこの前後になんらかの働きかけ

をしたであろう O もちろん，拓銀から定年で来た短大の江連定一理事長，井上

忠保専務理事などは，拓銀当局には何も言えずヲその道具にすぎない。そして

我々がなぜ3，000万ぐらい皆さんがつくれないのかと追及すると，柴野さんは，

それじゃあ先生たちは，それだけの金を出してくれる経営者を見つけて下さい，

そういう人がいたら，われわれもなにも好きで合併したいんじゃない，考え

しましょうヲといいました。

よしでは探そうか，と思いましたがラ何千万の金を短大のために融通してく

れる経営者を，短大の若い教員が探し出すなんてことはヲ見当もつかない。何

時か革命に役立つ人を捜せ，というなら，出来そうですが(笑)J

今罷「それは国ったでしょうねo 180度反対の商売違いですから(笑)J
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中野「それで本当に因っていると，北大文学部のドイツ文学科を出た後輩で，

北星男子校に勤めていた友人の坂西八郎さんが，僕の住まいを訊ねてきました。

彼は，北大学生細胞に嘱して活動していたのですが，六全協前後には一時元気

をなくし，時々僕の家に遊びに来て，文学の話をしていました。彼は，卒業後

就職した旭川南高校(当時私立，後に道立移管)の創設者の松浦政雄校長は，

かねがね札幌に大学をつくる夢を持っているから，彼に協力を頼んだらいいよ，

と助言に来てくれたんで、す。それは願つでもない話なんで，早速組合大会に諮っ

て委員長の北村晋助教授と二人で旭川に松浦さんを訪れて協力を依頼したとこ

ろ，松浦さんは 1億程度の融資を受けることは可能で，それで、短大の負積を

返したうえ，大学新設のための校地を買うことも出来ると思う，という回答だ、っ

たんで，飛び上がる思いで、帰って，教授会と理事長に報告しました。それで教

職員一同は大喜び¥合併案を自紙にもどしてこの松浦提案を受けて立つよう，

理事会に要求することになりました。でも理事長は案の定乗り気でなく，翌66

年l月12日に予定されていた評議員会を開催して合併案をかける姿勢を見せた

ので，僕はもし評議員会があくまで合併の採決を強行しようという場合は，組

合員が全員で、会場に入って藍接訴えて，合併を阻止するという非常手段を取る

ことを組合大会に提案して決め，それで当日は全員が緊張して会議室のまわり

に待機していたんです。

幸いこれは，前年の春に理事に復帰していた小林さんの事前の工作があって

柴野さんが合併却決の方針を変更し松浦提案を前向きに受け止める姿勢に

なっていたので，この日の評議員会は教授会代表がさらに松浦さんと交渉をつ

めるよう委任して，終わりました。小林さんは，自分が創設した文専=短大が，

同業者の岩沢に乗っ取られるのにはもちろん我慢できないので，彼と僕らは緊

密な連携を取っていました。それからのことも，いろんな緊張に満ちたエピソー

ドがあるんですが，ともかくその間の苦労がやっと実って 3月の中頃，松浦

さんの理事長就任を条件として，北洋相互銀行(当時)から 1億円の融資が決

まった旨，松浦さんから私に電話があり，皆でこの成功を喜び合いました。こ

れでうちの大学は希望学園に吸収される危機を免れ，自立して短大の校舎を内
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装し，さらに四年制大学開設の道を切り開くことができるようになったので、す」

今西「奇跡のタイミングで坂西さんという救世主が現れた，という感じで、すね」

中野「まさにその通りで，もし彼のアドバイスがなかったら，うちの短大の歴

史はどうなっていたか，わかりません。もともと坂西君はドイツ語が大好きで

得意だ、ったんで，その後短大二部(夜間部)のドイツ語のクラスを担当しても

らいましたが，この教歴が生きてやがて室蘭工大のドイツ語の専任になり，そ

の後ドイツに留学して，かねてから重ねていたドイツ民謡学の研究に精進され

ました。留学中にゲーテの r野ばらJ に作曲した歌曲をヨーロッパじゅうから

アメリカまで含めて91曲も発掘したことは，日本でも広く知られていますげわ

らべは見たり「野ばら88曲集JjJ岩崎美術社， 1987年)0 

またドイツで広く愛好されているドイツ語俳句の臼本での紹介にも力を注い

で，これらの業績によって93年にドイツ国から r一等功労十字章』を授与され

たんですが，彼の功績はそれだけでなく，ポーランドの歌手で戦時中ナチの強

制収容所ザクセンハウゼンに放り込まれたアレクサンドル・クリシェヴィチさ

んと知り合い，彼が収容所で集めたり，のちに坂西君とアウシュヴイッツ持物

館に収められていた被収容者の絵を編集して，自本で出版したこともあります。

(IT'ECCE HOMO。ナチ収容所の画家達とA.クリシェヴィチの証言」坂西八郎・

エイジ出版共編， 1979年)クリシェヴイチさんは，私がドイツに留学した1980

年に，坂西君の紹介でクラクブでお会いし，アウシュヴイツツを案内してもら

いました。坂西君もクリシェヴィチさんも故人になられましたが，人との出会

いと，それを生かすための白分の姿勢の大事さ，というものを，この歳になっ

てつくづく感じ入っています。反対に，僕らが唖然としたのは拓銀幹部の先の

ような対応ですが，創立以来の特権銀行としての官僚的倣慢さ，北海道の文化

に対するあの理念も知性もない経営路線と，その行く末のあのみじめな破綻と

を考えあわせると，この一騎は一種象徴的だ，といえます」

4 札幌高科大学の創設

今西「まったく同感です。ところで中野さんは，最初から札幌商科大学の設立
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にかかわられたので、すかJ

中野 '66年の春から 9月末申請をめざすことになりました。教授会から僕を

含めて 3人の準錆委員を選びヲ新理事長の松浦さん，新専務理事の鎌田さんと

打ち合わせながら，進めたんですが，ここでも話は長くなるのでヲ要点にとど

めます。

第一の問題は教員組織で，特に商学部の専門科目の専任教員数は，入学定員

200名で設置審の審査をパスした者が14名，その半数以上は教授というのが設

置基準ですから，小樽高大しか商学部がない本道では，道外に求めるしかない。

しかも空前の新設ブームで9 東京辺りはほとんど無理。それで僕は，いっそ京

都に飛んで，立命館大学に相談したら，と考えて，学術会議で立命館の総長と

親しい北大の松浦ーさんから紹介状をもらって 7月末，同じ準備委員の八木橋

と二人で，気の遠くなるほど蒸し暑い京都に向かいました。その時の総長は

今西「末JIIt専さんで、すね」

中野「そう，その末JIIt専さんのお宅に翌朝電話しますと，末J11さんは快く私た

ちを招いてくれたので，これまでの経過をお話して，先生の立命館のような民

的な大学を北にっくりたい，と力説して，ご協力をお願いしたのです。する

と末JIIさんはよく判ってくれて 9 当時常務理事をされていた小椋広勝さんに電

話して，我々に協力するようにいわれ，さらに同志社大の住谷悦治総長にも電

話してくれました。その結果，我々30歳台の短大助教授の一週間の京都滞在の

間に，小椋さんを含めて 4人の教授が，私たちの申請に専門科目の専任教授と

して協力してくれることになりました。なお不足の一部は道内と東京で確保で

きました。地方，一般教育の分野では，道内大学の定年退職予定者などから適

任の方をお願いしたんですが，この機会に，北大時代から親しくして頂いてい

たそれぞれの分野での国際的な学者である松浦ーさん(生物学)と堀内寿郎さ

ん(化学)にお願いして，快諾を得ました。専門分野の力量に加えて，あのイー

ルズ闘争以来の代表的な進歩的科学者二人を専任のメンバーに加えることが出

来た，というのは，大きな喜びでした。若手にも清新な顔ぶれと科自を配置し，
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9月末には申請を終了しました。校地の方も，江別市の西野幌(今の文教台)

に10万平方メートルの土地が坪2，700円で、手に入って，これでなんとか通る，

と思ったが，そうで、なかった」

中野 r12月の審査結果では，教員組織で専門・一般とも 1名ずつ不足，という

表向きの理由で u認可保皆J になった。担当係官の話と，あとで小林理事が

裏から調べたところを合わせると，その一つは，松浦理事長が当時暗躍してい

た r大学屋」に引っかかって，金であちこちの申請校を渡り歩くグループの一

部の名が我々の教員組織に入りこんでいた，ということがあり，我々もそれを

事前に排訟できなかった，という失点がありました。それに加えて，審査の過

程では，明らかに意識的な妨害があった。うちの短大の吸収合併に失敗した希

望学園の岩沢氏は，我々の札幌商科大学の申請と並んでヲ札幌大学の申請を計

画しますが，彼は明治大学の出身だ、ったんで，今度は明治と提携して進めよう

と企てた。それで、明大の総長だ、った佐々木吉郎氏が札幌大学の学長候補になる

んですが，驚いたことにこの人は，同時に文部省の大学設置審議会の現会長な

んです。つまり審査する組織の長が，審査される大学の学長候補になっている O

今ではさすがにこんな不合理は通らないと思いますがラこの時代には，堂々と

まかり通っていたんですね。我々の申請が保留になった審査結果には，どう見

ても意図的に不審な点が多々ありますJ

今西「札大は明治系ですよね，なんであんなに異常に強いのかヲ最初はよくわ

からなかったんですけど」

中野「それで、我々の大学申請は一度目は失敗， 67年に再度挑戦，となるんです

が，出直しの前に，僕は文専の創設者の小林理事からヲ彼が取ったという審査

の裏話を詳しく開かされました。それによるとラ小椋さんは学問も人柄も大変

立派な人だけれど，いかんせん赤い，また松浦さんと塘内さんも，業績上は全

く文句がないけど，どっちも進歩派，赤いとみなされる，そういう人を入れて

おいたままでは大学はできない，だから申しわけないけど，頭を下げて断って

ほしい，と頼まれたんです。僕も怒ってずいぶんやり合ったけれども，このま

まで出来るという保証もない，それで、遂に，再び八木橋君と京都に行き，小椋、
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さんにお会いしてすべてを話し，お詫びして，了解を得ました。小椋さんは，

本当に親身になって協力して頂いたし，人柄も立派で，この旅は，大学設置の

仕事のなかで，最も辛い仕事でした。

堀内さんは，申請の翌年春に北大学長に選ばれていたので，候補から自動的

に外れましたが，松浦さんに血涙の思いで話しましたら，よくわかった，内で

対立していてはなにも出来ない，僕はいしEからヲいい大学をつくりなさい，と

いってくれました。申し訳ない，という気持ちがいっぱいで，この前後は，自

棄酒を飲んで大分荒れました。今思うと，これもも，イールズとは違うけど，

日本の文教機構とその体質に染み付いている一種のレッドパージ、の産物だ、っ

た，といえそうです。それを跳ね返せなかった非力は無念で、したが，しかしあ

の条件下で大学をつくるには，やむを得なかった，と当時も今も考えています。

それで，前年の申請から抜けた方の後を理め，短大から移行するスタップの

補充を短期間の強行軍で果たして， 67年9月末に二度目の申請を出しました。

昨年協力頂いた京都の4名の教授の方からは，結局 1名だけが残ってくれまし

た。そして今度は，我々の札幌高科大学は，申請12校中 4校のみ認可，という

厳しい審査を通過して，やっと開設にこぎ着けたわけです。ほとんどすべての

仕事は，短大の20数名の若い教職員が，短大の教育活動のかたわら，成し遂げ

たんですが，これは今でもほとんど考えられない程の大仕事でした」

今西「大変なお仕事でしたね。ところで札商大の初代学長は小樽商大の室谷賢

治郎さんですね。お開きしていても，そちらの大学と小樽商大との簡の人の縁

は，ずいぶんと深いものがありますね」

中野「そうですね。室谷さんは合併問題が起こる65年春の短大学長選挙で，鈴

木売さんが，室谷さんは大正期にドイツ経営学を日本に紹介した人だから，商

大の設立に役に立つ，と云って推薦して決まったんです。確かに色々と貢献し

て頂きましたが，合併を阻止することとか，教員を集めるなどの仕事はほとん

どしない，ただシャッポとして乗っかっているだけでした。なにしろ全国の域

を見るのが一番の夢だ，という方でしたから，人集めで一緒に京都に行った入

も，ずいぶん苦労したそうです。でも第3代学長の石河英夫さんには，第二次
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申請の時をはじめ，たいへん奮闘して頂きましたJ

今西「マアラ国立大学の先生は u1動かない』ことが美徳ですから…。泰平の時

代はそれでもいいのですがヲ今のような乱世で、は大変で、す」

5 4ぺ7ストと中盟路線

今西「それで、札幌高科大学は先生たちの努力でめでたく関学ですが， 68年前後

の私学の急、増はすごれかったし，あれはちょうど我々の世代で，それが大学の矛

盾をいっぱいつくって，結局大学闘争ってそれが原因ですからねJ

中野「そうで、すねJ

今西「学生が授業に行っても教室に入れないくらい人があふれている」

中野「それと，国際的にはね，パリのカルチエ@ラタンに始まる学生反乱の世

界的な広がり，影響があるJ

今西「また中国の文化大革命があり，世界的にもスチューデント・パワーが台

頭し，アメリカもベトナム反戦運動をやっている時期ですから O 文革なんかは

先生，どういう風にみられていたんで、すか」

中野「文革といっても，自主的な知識人や学者，作家などを弾圧したり，紅衛

兵を使って毛沢東派べったりでないと見られた政治家などに暴力を振るうよう

な運動は，もちろん異常だしヲ批判的以上に否定的に見ていましたが，しかし

世界的にああいう反乱が起こるのは，そういう要国が渦巻いているんだという

ことも見なければならない，そういう意味では文革のスローガンになった毛沢

東の『造反有理J って言葉は，我々のように小さな私立大学で苦労している人

間の胸には反面，どこかで共感する響きもあって，最初はある麓の矛盾した気

持ちになりましたねJ

今西「その前に部分核停条約があって，共産党の中で部分核停条約賛成派が除

名されて u日本のこえJ が形成されるんですよね。その分裂があって， 68年

に今度は，中国派の分裂があるわけですがヲその辺の動きはどういう風に考え

ますか」

中野「私が就職した63年の春闘だ、ったがヲ国労がストを構えた時，共産党の指
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導部がこれをやみくもに非難しますね，明色発ストj]，とかいってJ

11964年の4. 17ストで、すねJ

「そうでしたね，この頃北大に行って，昔の学生細胞の諸君にたまたま会っ

た時，これをどう思うかと関かれて，国鉄労働者が， 30年も働いて 2万5千円

ぐらいしかもらえないのに抗議して，ストを構えるのを労動者に対する挑発だ

などと決めつけるなんぞ¥とんでもない間違いだ，これは中国派の連中の指導

に違いない，と答えました」

今西「毛沢東の指導があったと言われてますねJ

野「しばらくしてからヲあれは間違っていた，と珍しく認めましたがヲ日本

の共産党は， 49年など労働運動の重要な局面でほとんど間違えていた，といっ

てよいくらいです。この方針のため，沢山の国労内の党員が大きな被害を受け

た。当時親しくしていた塩田庄兵衛さんに手紙を書いて，真剣に反対して欲し

いヲと訴えました。その当時の共産党幹部の誰だ、ったか忘れましたが，このス

トについて F賃金の後追いする卑しい思想』なんて云った人がいて 9 依然とし

て彼等が先進国の労働運動を理解する最低のセンスすら欠けているのに，唖然

とした記憶があります。おっしゃる通り 8回大会から10回大会あたりまでのこ

の党の指導部はソ連共産党との亀裂のために全体として中共路線崇拝が濃厚

で，当時の r赤旗」には林彪の r人民戦争の勝手lj万歳』など中共の長大な論文

が次々と全文掲載されてヲまるで中国共産党の機関紙のようだ、ったJ

今西 γ北海道は，ソ連派，中国派っていえば，中間派の方が多かったで、すか」

中野「うーん，どっちかっていえばそうでないかなあ，でも{可しろ 4・17スト

問題の持もヲ トップの宮顕が，病気療養でわざわざ中国に行ってお世話になっ

ていたんだから，その中央にいつもおとなしくついていくのが道委員会でね，

だから当時我々の細胞の会議に時々出席していた常任委員の内山さんは，いつ

も中国服を着ていて，中国の党の路線を代弁していましたが，喧嘩はあまりし

なかったけれど，まあほんとうに中国の幹部そっくりでした(笑)。でも中国

の党との関係が変わってくると，今度は中国側の批判を始めた(笑)J

中野「この頃はもう中ソ論争は公然化してたんですが，僕はどちら側にも多く
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の批判点がありました。でもヲ毛沢東が世界戦争になって核兵器で沢山人民が

死んでも人民は滅びないがヲ帝国主義は滅びるから恐れないラなんでいうとん

でもない発言やヲフルシチョフの平和共存路線とスターリン批判の意義を頭か

ら否定する対応からしてヲおおまかにはソ遠路線の発展的改革しかない，と

えていました。革命の方式では 7回大会当時からヲイタリアの構造改革路線

に共感してヲ民主主義を徹底しつつ行われる新しい社会主義革命でしかないラ

という考えでした。また『民族の解放J は革命でなくラそれ以前に民主主義的

変革の一部として実現さるべき課題である，という点からもラ二段階革命では

ありえない。こういう考えだったんでヲ 70年の第11回大会で不十分ながら現れ

た先進盟革命の方針には，今度こそラというやや過大な期待を寄せたんです。

でも不破新書記局長が，本来自由と民主主義を基本とする先進国革命路線をヲ

いつもそれと矛盾するところ多大な綱領の言葉で正当化しようとするんでヲこ

れも宮仕えしているtJ、上ある程度は仕方ないかヲ患っていましたが，やはりど

こか信頼がおけなかった。でも70年代は僕としてはラ共産党とその毘辺のジャー

ナリズムで，一番よく発言した時期でした」

今酉「不破さんの宮仕えとはヲより正確にいうと，

だ両者の間には，対立や矛盾があったようで、すが。J

6 11明朝方式Os(J)成立

えですね(笑)。た

「ところでやっと一年遅れで関学した札幌商大ですがヲ 1968年はヲちょう

ど開道百周年にあたりラ僕らはこの新生の大学を本当の意味での道民のための

r道民の大学」として位置づけ，専門科目の充実とならんで一般教育と外国語

科目の重視をうたいラ 3~4 年も一つの外国語を必修とする 4 年間語学一貫教

の実施などラ高い理想を掲げて出発しました。コンピューターの早期導入と

情報教育の開始も，他の私大にさきがけて私が書いた設立趣意書で謡いました，

くだけではお金も要らないんで(笑)。初期の学生にはまた偶性豊かな学生

もたくさんいてヲ半年後には自治会も生まれました。ただ，短大は札幌市内に

あり，蕗大は江別市に出来たんで，合同の教授会や組合大会を開く持とかラそ
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れに大抵の教員は両方の大学に授業があるため，双方に行き来しなければなら

ないのが，たいへんでしたが。でもそのうちに，最初の試練として，大学の財

政危機がやってきたんです。関学が一年遅れたため，収入がそれだけ遅れたの

に，校舎の建設など借り入れの必要は容赦なくかかってくるが，新しく主力銀

行になった北洋相互銀行も 9工事をする建築業者も，この学校は危ない，と思っ

ているからおいそれと返済を待つてはくれない。後で判ったんですが， 68年度

末の消費支出総額に対する金利の比率は，実に20%にもなってヲ全国私大平均

の5%の4倍だったんです。高度成長期の金利はゼロ金利に近い今から見るとヲ

異常でした。それで松浦理事長は旭川の高校長と，こちらの商大と短大(明和

学関)とを掛け持ちする苦労に耐えかねて68年の末に理事長を辞任したのです

が，柴野さんが仕掛けたこの理事会では，狸小路の老舗の竹内呉服庖の竹内恒

宏社長が新理事長に柴野さんと三井武光元道教育委員長が，副理事長になり

ました。それで組合は来年度の給与のベース@アップ。を理事会に迫っていたの

ですが，新三役は 9 こういう財務状態ですから，うんといわない。必要な教職

員の採用についても，首を縦に振らない。

この年はまた，世界的な学生反乱が始まった年で，日本でも東大と日大でバ

リケード封鎖をともなう強烈な大学紛争の年だ、ったことは，ご承知の通りです。

そのうちに69年の正月が来て，東大関争はあの安田講堂攻防戦になりましたが，

こうした大学紛争の患、吹きは，ジャーナリズムを通じて，商大の一年生にも次

第に伝わってきました。これはレッキとした武器を使つての暴力と暴力の攻防

で，t毎外の大学紛争では見られない。大学内の闘争が，こうまでになるとは，

これまでの自分の大学生活では全く考えられなかった事件で，ちょっと大げさ

かもしれないが，ひとつの文明史的な衝撃でした。

こういう時代に，こんな財務状態の大学の経営を新理事会は本当に引き受け

るのだろうかヲと我々は皆たいへん不安でした。でもここまで来たら，やって

もらうしかない。それで僕が提案して，新理事長と新副理事長の歓迎会を商短

大合同の教授会で開いて，そこでひとりひとりが学園に対する抱負を語り，新

三役への期待と希望を熱く述べました。これは，理事長，両副理事長を感動さ
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せ，後の柴野提案につながった，とは，柴野さんがのちに語ったところです。

3月になってラ柴野副理事長は商大と短大の合開教授会に出席して，今後本学

園の経営はヲ先生方にやってもらいたい，という爆弾提案をラ理事長，両副理

事長の協議の結果として提出しました。その主旨は，

1 .現在の私大紛争の根源、は，教職員と学生の意志を無視して理事者が経営

を独占している吉い体質にある O 本来私立大学はヲ理事者の私有物でなくヲ強

いていえば教職員と学生のものラといってよい。

2 .それで今後は，これまでのように教職員が理事者に要求を出すのではな

し経営は先生方にお任せしたい。理事会は教職員が選んだ理事を受け入れ，

その数は制限しない。その上でヲガラス張りの運営を学生と協力して実行して

ほしい。

3 .教職員以外の理事は 9 いわば学園の後援会となってヲ理事-が決めたこと

を納得できたら，先生方には出来ない仕事，例えば資金の調達や負債の保証な

どを実行するものとする O

そのうえで柴野さんはヲあなた方先生たちは商大をつくったのだから，経営

が出来ないはずはないヲそしてこの提案が受け入れられなければラ私たちは遺

憾ながら退任せざるを得ない，といったのです。この柴野提案をラ我々は一週

間の論議の末ラ全員一致で承認しました。教員が片手間に経営なんて出来るは

ずはない，という意見もあったし，またこの提案をのまなきゃ理事長たちは辞

める，というんだからやむを得ない 9 という受け身の姿勢もありましたが，こ

こまで来た以上ヲやれるだけやるしかないラやろうラという張りつめた前向き

な構えが大部分だ、った，と思います。

この中で明和学園紹胞は，大学新設とその後の活動を通じて二桁以上にメン

バーを拡大していましたが，当面の'1育勢を分析してラ教職員による学園経営は

大変な負担だけれども，でもそれを通じてこそ初めて学関の徹}ました民主化と，

それにもとづいての経営の危機の突破仏教学の改革も可能となりうる，と考

えるとラこの提案は積極的に受け入れようラと皆に呼びかけることで一致しま

した。また理事会の過半数は，教職員が選出した理事が占めるヲさらに学園の



18 高 討究第62巻第4号

重要事項(予算，人事枠，将来計画の大綱など)は，教職員全員が学長も用務

員もその限り全く平等の権利で参加する r全学教職員大会J での審議を経て決

定するなど，その後当時の我々の学園の名称、からヲ r明和方式Jとか『明和体制』

と呼ばれて，現代用語辞典に新語として記録される程知られていった運営方式

は，我々細胞で審議しその後の全学の議論で一致して確認されたものです。

この結果，例えば職員も r事務馬会議」という審議機関を持ち，そこで一定の

人事権を理事会から委任されたり，全学の運営に提言したりすることが出来ま

した。また職員の も職階と関係なく選べるんで，事務長が理事でないのに

若い職員が理事になる，ということも当然起こりました。」

今西「面白いですね。これなどヲソヴイエト方式とも似ていますね」

中野「そうですね。最初の頃のソヴイエトというか，僕はむしろマルクスの fコ

ミューンJ方式を思い浮かべていたんですが，とにかく全員が大学をどうする

か，どうしたらよくなるかを，この当時は真剣に考えていました。これは，ひ

とつの革命でした。この体制が必然となった根拠はヲなによりも学調が存亡の

危機にあった，という事情でした。そして本学ではこの危機を担い，解決しう

る主体は，ここから逃げ出すことができない人間たちヲつまり第ーには我々教

職員であり，この教職員が危機にある経営を責任をもって動かす権利を握る必

要がありました。その次の条件としては，全学の教職員がそのための方策に積

極的に合意でき，さらに自分たちが合意した目的と方針に責任を持ち，その実

現に献身できなければならない。それで当時はまだ全部で、教職員が70名弱だ、っ

た，という規模の問題も，実はこの体制が生きて活動できるための不可欠の条

件だ、ったんで、す」

今西「それに，柴野さんがいうように，大学をつくる力量がある教員たちがい

たということも，大事な条件で、すね。それにしても，この柴野安三郎さんとい

う人はたいへんな人物で，もし彼がいなければ，こういう提案もなかったわけ

で，先生たちの大学もどうなったか判らなかったわけですよね」

中野「その通りなんです。柴野さんは，私がこの世で、私が会った入のなかでもっ

とも感服し，また教えられた入のひとりです。彼は新潟の柏崎近くの荒浜村に
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生まれ，高等小学校を出てすぐ鉄工所に就職して腕を磨ト戦艦長門の乗組員

になってそこでも技能優秀で艦長に表彰されたそうですが，除隊後1931年に小

樽に来てタクシー会社を創設しラ 48年には全道ーの北海道交通株式会社の社長

に就任して 9 本道を代表するハイヤー業界のリーダーになります。

この人の特徴は，何事にでもすばらしい創意を発揮して時代をリードするた

ぐい稀な素質を持っていることで，戦後のガソリンがなかった時代に，木炭ス

トーブで車を走らせたり，全国に先駆けてタクシー無線を導入したりしたこと

は広く伝えられていますがヲもうひとつ柴野さんの偉いところはヲ貧乏だ、った

時の苦労を忘れず，労働する人びととの暖かい人間的な連帯を常に心がけてい

た，というところにあります。それで小樽時代には労働運動に参加して拘留さ

れた経験もあるようですがヲ北交ハイヤーの社長になって間もなく従業員持ち

株制度を導入したのも，その現われでしょう O

柴野さんのこういう発想が決して単なる新しがりでなくヲ彼のしっかりとし

た理念と哲学に支えられていたことは，大学紛争に直面してすぐあの柴野提案

を思いついたところに現れていますが，私は彼がこの前後に，自分は酪農学園

の創設者だった黒沢酉蔵さんの教えに深く帰依したことがあるヲと印象深く

語ったことを思い出します。日本と北海道の酪農業の偉大なパイオニアだ、った

黒沢さんもヲ貧しい農家の出でラ足尾鉱毒事件の田中正造の天皇寵訴事件に感

動して田中の元に走り，半年投獄されますが，その後北海道に渡って牧場で働

色酪農家として自立するかたわら受洗してキリスト教徒になります。この彼

が掲げた理念が，彼が創設した酪農義塾を経て今の酪農学園の建学の精神と

なった神・人@土を愛する『三愛精神』であり，健康な国土によってこそ健康

な国民が保たれる，と説色化学肥料や農薬偏重を排する『健土健民」でした。

終戦直後にはデンマークの酪農業を支えた協同組合主義の実現をめざして F日

本協同党J を結成しますが，公職追放で政治活動からは引退する O

この二人のパイオニアの生き方と思想には，おおきな共通点があり，できた

ら書いてまとめてみたいヲと思っています。柴野さんはまた，ハイヤー業界の

第一線を退いたあとで取り組んだ日ソ友好運動ではヲ二度のソ連訪問でソ連の
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たちを心販させて日ゾ貿易の本道の足場(u北海道自ソ貿易協会Os)をつくっ

たり，私財を投じて平岸に r日ソ友好文化会館J を建設してヲロシア語教育や

文化交流の拠点にしたりして， 1981年には 9 百本人で3入居になる『ソヴイエ

ト連邦民族友好勲章』を受章しました。僕は柴野さんに誘われて， 72年に柴野

さんが団長だ、った本道の経済人の代表団の一人になって，ソ連を訪問しました

がヲそしてこれは僕の最初の海ー外旅行でしたが，ここでも柴野さんの，人間を

深く早く洞察し，そして自分の側に惹き付けるたいへんな産感力と弁舌力，そ

のための準備の周到さには感動しました。僕は82年頃うちの理事会に，柴野さ

んの伝記を学習でまとめようと提案して承認され，柴野さんの生まれ故郷まで

行って，取材したんですが9 書くところまでいけなくて，その内に柴野さんが

亡くなって，たいへん申し訳なく思っています」

今西「先生の柴野伝は，是非書いてほしいですね。それでその明和体制はその

後どう進んだか，で、すが」

中野「脇道じゃないけど，大分周りの話になったんで，本道に戻って要約して

話します。まず教職員が経営の主体となったので，教員と職員別に 2，3年の

任期で理事14~ 5名を選出しますがヲとりわけ教員常務理事 (3~ 4名)は，

講義の他は常務理事室に出勤して職員常務を交えて経営上の全問題を処理し，

また解決すべき方策を考えて理事長，専務理事(初代は柴野さんが選んだ元道

教育長二本木実氏入事務局長と協議してその実現にあたる，という激務が待っ

ていました。

僕を含む常務で最初にやった仕事は，大学新設の際の公約だった対公務員 3

割増の教員(のみ)の給与体系を廃止して職員給与との原理上の格差をなくし

たこと，そのかわり教員と職員共に公務員給与の等級別格差を排捺して，若手

の給与を引き上げる新給与体系に変更したこと，でした。これは人件費総額の

伸びを押さえるためだけでなく，教職員の団結のためにも不可欠でした。

厳しかったのは，理事長が我々に u自分が頑張る気持ちになれるために，

皆さんは一年間ベースアップは我慢してほしい』と云われた時で，なんとか少

しでもと，ずいぶんと話合いましたが，最後はこのことを我々が組合大会で皆
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に申し入れ，承認してもらいました。当時の物価上昇はひどく，若い組合員が

組合大会で泣き出す場面もあり，辛い決定でした。法律上ではおかしいようで

すが，その当時は我々理事も組合員の一員として大会に出席して発言していま

した。我々は，いわば組合の経営担当執行部だ、ったんで，またそれが当時の本

学にuったりで，労働法上どうだなんてことは，こういうときにはどうでもよ

い。それで、当時は我々常務理事も以前と同じくメーデーに参加して，シュプレッ

ヒコールでは F大幅賃上げを勝ち取ろう J なんてスローガンを一緒に叫んでい

たんです，少々具合は悪かったけれど(笑)。

人件費や物件費の少しの無駄も省くよう，予算編成では大分乱暴に削りまし

たが，不服の筋には F査定は否定である』といって煙に巻いてから，自分でも

可笑しくなったものです一一ースピノザの『規定は夜定であるJ を思い出して

(笑)。しかしそれでも最小限の建築はせねばならないのですが，その資金の

調達は，一つは学園債を引き受けてもらう道で，その総額は69年度末で4.653

万円に達しました。その内竹内・柴野・松浦三理事の関係者分は3，721万円，

父兄735万円，教職員197万円で，これは我々教職員の努力が，学外理事の信頼

と協力を確実に獲得しつつあったことの，成果だ、ったといえます。

もうひとつは建設資金の大部を私学振興財団から引き出す道ですが， 70年の

夏，本学園への貸し付け限度額を超えたのでこれ以上貸し付けは不可能，と財

田が通告して来たとき，理事長はじめ我々理事は財団に赴いて必死に折衝しま

した。その際我々教員が理事として衷情を披援したこと，さらに組合委員長も

向行して訴えたことは，財団幹部に強い感銘を与え，遂に財団のi日規定を特別

に適用して6，700万円の既往債務弁済金の貸し付けが認められ，学園は絶体絶

命と見えた窮境を脱することが出来ました。でもただ削るだけでは，教職員が

経営の創造的主体であるメリットが出て来ない。

ひとつは時代の要請を先取りしてのコンビューターの導入による情報教育の

展開で， 70年に大議論の末富士通の新型電算機の購入を決定してその研究助成

を文部省に申請し，これも八方努力の末，購入額に近い助成を得て71年から電

算機センターの関所式を挙行しました。またこんななかで多忙に明け暮れる教
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員の研究のために， 69年から年間 4名，半年間の国内研修を保障すること，さ

らに74年からは 1名一年間の国タ同対多制度を開始することにしましたが，この

海タ同元修制度は後に学部増設に伴いほほ一学部に毎年一人まで数を増やしま

た研修終了者にも 2回目(半年)のチャンスを保障するところまで拡大されま

した。これはまさに，他大学の教員を羨望させるに足るもの，となりました。

また職員を含めて有給休暇以外の夏休みの Fヨーロッパの VACANCE並みの』

長さは，ベ・アも満足に出来ないのだから，せめて夏休みぐらいはゆっくり取

ろう，と常務理事会が組合に提案して69年から始まったもので9 長く他の私学

の組合が追求するモデルになったようです。こうして，初期の苦闘は続きまし

たが，一年ごとに学生が増えて学費収入も増え，教職員も学外の理事も，ょう

やくこの体制に自信と余裕を持てるようになりましたJ

7 学盟関争J-:{~年

今酉「明和方式が実行される69年からは全国の大学でバリケード封鎖が広がり

ますが，北大でも r五派連合J の学生が大学本部や学部の校舎を封鎖したり，

堀内学長を軟禁したり，それに反対する学生と組合が封鎖を排除したりする紛

争が翌年まで続きますね。その当時，先生の商科大の方では大きな紛争とか事

件はなかったで、すかJ

広告野「商大が始まると，一学年380入の学生と教職員とはだいたい皆顔なじみ

の家庭的な雰囲気で，学生たちは北大で確か最初の女性ドクターになった鮫島

和子助教授の指導で，野幌の原野の校地をローンや中庭に変える奉仕活動に参

加してくれました。明和体制になってからは，学費値上げから環境整備，教学

改革から学生処分など学生にかかわる問題はすべて，学生自治会と教授会，事

務局の会議の三者による協議が商大と短大で行われるようになり，それが学園

の伝統になりました。

でも学圏紛争の影響は69年から70年にかけてうちの学生や教員にも影響を及

lまして来て，北大のパリスト下の建物の一室は，札商大の部屋になっている，

といううわさもあり，気にかけていたんですが， 70年の 6月の16日の朝，八木
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橋君から電話があって，商大の一号館が学生によってバリケード封鎖された，

と知らされたんです。その前日まで僕は，同じく高大の専任になった高岡さん

といっしょに，二人で書いた清水書院の『人と思想シリーズ』の Fレーニン』

の最終校正のために長野に行っていたんですが，帰ってその翌朝でした。 1970

年はちょうどレーニン生誕百年で，この本の企画が生まれたらしい。登校した

ら，封鎖されない二号館の教室に教職員と登校した学生が集まっていて，全学

集会が始まるところでしたが，そこで僕は，封鎖学生の代表の出席を求めてか

ら，我々の問題解決の基本原則として，次の三点の提案を行いました。

1 .問題は民主的討議によって解決しパリストの物理的解除を含めて，一

切の暴力行使を排する O

2 .その前提として，問題解決の主体は蕗大の学生と教職員としいかなる

外部の介入をも認めない(いわゆる『外人部隊』や警察権力などを介入させな

い)0 

3 .討論中も，安保条約についての共同の研究と検討を行う O

この提案は，封鎖学生の代表を含めて参加者全員の賛成を得たのでラ僕は安

心しました。民主的討議が暴力で排除されない限札封鎖が永続できるはずは

ないから，です。討論は，安保条約と，この条約に反対するためという理由で

行われた封鎖の是非をめぐって， 3日に渡って続きましたが，討論してみるとラ

僕も一人の報告者になったんですが，安保に反対と云いながら，パリストの諸

君も，安保についてほとんど何も知らないんですね。 60年の時もそうでしたが，

それよりもずっと O 封鎖の F理由』は，本当のところ，どうでもいいらしい」

今西 170年安保のことを，ちゃんと知ってたわけじゃないですからね」

中野「三日自の18日でしたか，その夕方に右翼の暴力団らしい者から封鎖され

ている一号館に電話が入り，これからそっちに行くぞと云ったヲという知らせ

が封鎖学生から討論中の我々に入り，どうするかラが問題になったので僕はとっ

さに，暴力による介入に対しては我々が共同で対処するため，ここの全員が一

号館に移って討論を続けよう，と提案したところ，皆が賛成し全学集会はす

く、、一号舘に移って続けられました。この時点で，封鎖は実質的に解除されたわ
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けです。

結局暴力団は来ませんでしたが，封鎖学生全員を含めての討議ではヲ安保に

反対するという封鎖はいったい，誰に向けられるのか，それは教職員や一般学

生に向けられるべきでなく，本来は安保を強行する勢力を包囲するのが本当の

闘いでないか，という点が焦点になり，最後に封鎖学生の代表が明日朝までに

封鎖を自分たちで解除すると表明して皆がそれを承認し，さらに安保問題は大

学立法などとの闘争を含めて今後も全学で取り組んでいくことも確認して，夜

半に溜大の全学集会は終わりました。ですから，本学では紛争期を通じてガラ

ス一枚割れないし，誰 1人怪我もなかった。本学では70年もそれ以後も，こう

いう問題で暴力は一切振るわれたことはありません」

今田「よかったですねヲほんとに。あの頃は，さらに犠牲者が出てますからね」

中野「これはうちの大学が小さくて，考えが違っていてもまだお互いに家族的

でヲ外に対しては誰かが F商大ナショナリズAcllと呼んだほどラどこかまとまっ

ていたことがありますね。そして明和体制はこのまとまりを固める大きな要素

だ、った，と思います。またこれは高間さんが語った言葉でそうだと思いました

が，商大が都市のまん中でなくて，まだ周りに自然が恵、づいている野幌の原野

にあったことも，とげとげしい対立を生まない大事な条件だ、ったんじゃないか

なあ， と」

今西リヒ大は激しかったでしょう，北大の前に市電が走っていて，その路面の

石を取って，投げ合いになったり，すごかったですから」

中野「前に法文経の学部が入っていた本部の建物が占拠されて，警官隊が解除

しようとした時，その後ろの昔旧制予科の教室だ、った木造の建物が火炎瓶で燃

え上がってね，ひどい荒れかたでした。この間の集会 (2010年 5月に北大で開

催したイールズ闘争60周年の北大記念集会)には，全共闘系のパリストのグルー

プと対決した当時の教職員や学生がいっぱいいて， 70年前後の記憶とは，その

鮮烈な体験がすべてだ、ったんだなあ，と改めて思いました」

今西「流血事件がたくさん起こりましたからね。私の後輩にも，その時に怪我

をしてラ未だに身体障害者でヲ車椅子生活を送っている入がいますからね」



札幌高科大学創設期の前後 25 

(この時東日本大震災の地震が札幌に伝わる o 14時46分)

中野「明和体制下のその後ですが，その最大の事業は，同じ学問で札幌市内の

短大と江別市の商大の二つに分かれている大学を，商大校地に統合して，商大

を複数の学部を持つ総合大学へ発展させるという，第一次の将来計画を立て，

実行することでした。伝統ある短大を札幌市内に持っていることは，夜間部生

を集めやすいなどもろもろのメリットがありましたが，二つに分かれている不

便も大きく，それに70年代に入ってからは，学生の半数以上を占めていた夜間

部の入学生が急に減り，また昼間部の商業科の入学生の大部分は，女子学生に

変わってきていました。短大はヲ全国的にも女子教育の場となってきたのです。

一方では，蕗大をいつまでも商学科一つの単科大学にしておいては，教育上も

発展性がないし設備面でももったいない。例えば独立した図書館は，商大で

も建設が迫られていたが，平行しての短大での建設は，財務上も校地の狭さか

らも無理で、した。それで常務理事会は， 72年の 3月ラはじめての学園将来構想

の策定という課題を提起し， 73年には理事会 e 教授会@事務局会議から選出さ

れた将来構想検討委員会を組織して，ほほ一年間ヲ教職員から両大学の学生と

同窓会にまでその全学的な検討を求めました。く検討委員会〉がまとめた案は，

1 .短大の商業科は商大の商学部に統合し，後者はやがて蕗学部と経済学部

の二学部に発展させる O

2 .短大夜間部の商業科は，商大に開設する蕗学部第二部に継承するものと

する O

3 .両大学を通じて比較的豊かな一般教育と英文科のスタップとを活吊し補

充して，人文系の新しい総合学科と英文科から成る人文学部を開設するO

4 .蕗大に開設される短期大学部は，時代の要請にふさわしい学科から構成

されるものとし，幼児教育科と音楽科の二学科とするヲといった内容で， 74年

7月の全学教職員会議に提案されましたJ

中野「なにしろ全部で一学部4学科という現状から，一挙に五学部7学科にす

るヲというんで，提案された教職員も理事も一様にびっくり，これが本当にで

きる?といった半信半疑が最初の反応でしたが，だんだんと自分たちでも出来
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るはず¥といった自信に変わっていきました。それでも短大の発展的解消に対

しては，短大学生たち，特に夜間部生の疑問(通学上の困難など)や反発もあ

り，僕ら理事と短大教職員が何ヶ月もかけて話し合い，通学パスの運行を含め

て，合意に達したのでした。

新しい人文学部構想、ラ特に人文系の新学科については，最初はとりあえず『社

会学科J としていましたが，僕としてはなんとかして人間を総合的に研究する

法く豊かな知見を開発し，あわせてヒューマンな感性を養う学科にしたい，と

いう強い欲求がありまして，皆で検討の結果，結局 r思想文化と人間J]， 11社会

生活と人関心 F人間の形成と発達J の3コースを持つ r人間科学科』に落ち着

きました。これは，ひとつにはあの大学紛争から得た教訓を賠まえての，発想

であったつもりです。

またこの学部には，専門学部であるとともに，全学の一般教育の主担当学部

でもある，といった位置づけが与えられました。短期大学部の二学科は，短大

の伝統を新しい器に盛ろうという気持ちから，出来たらそれもやがて 4年制の

学部に格上げするヲという野心をもって提案したのですが，賛成の声もありま

したが，あまりに飛躍すぎる，という反応が強く，それで結局その部分は r保

留」となりました。

実は本学が芸術系の学科を考えているらしい，ということを開き知った当時

の大谷短大の先生たちが我々の所に来て，是非貴学でつくってほしい，その場

合は私たちは皆こちらに移ってくる，大谷は校地の狭さで4年制は出来ないか

ら，と申し入れて来たんです。美術と音楽の学部が我々の手で出来たら，とい

う美しい夢に，ひとときは酔いました。今でも，残念した，という思いはかす

かに残っています。

それとは別にヲ札短大は商大に統合しでも，札幌市内で社会人を教えること

のできる現在の短大校舎は将来社会人教育の場として必ず必要になるから，な

んとか短大の校地校舎は売らないで持ちこたえられないものかと，常務として

ずいぶん考えたんですが，その売却代金分3億 5千万円は自己資産としてどう

しても不可欠，という申請上の財務的条件があって，遂に手放さざるを得ず，
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小林さんの協力で道の商工会議所に買ってもらったのですが，今の学院大の狭

い社会連携センターに入るたびに，残念さがこみあげてきます。

結局この将来計画案は， 75年に申請され 2年間の努力の甲斐あってすべて

認可され， 77年度から実施されました。ただ経済学部だけはさしあたり商学部

内の経済学科として生まれ，後に学部になります。全国で4番目の人間科学科

は，イメージだけでつくった僕たちもどう魂をいれるか，わいわいと議論しな

がらの出発でしたが，全国から一番学生が集まり，本学の入試を51っ張る人気

学科になりました。こうして札幌商大は，我々が F新体制」と呼んだ『明和方

式』のお騒で，どうにか最大の危機を脱出できラそのうえ文科系総合大学への

道を歩み始めることが出来た次第で、すJ

今'it!jr一番忙しかったのは先生がやった教員の常務理事だろうと思いますが，

今になってみるとその体験はどうで、すか」

中野「普通の教員生活からみればたしかに殺人的な多忙でしたが，いまお話し

した時期はまだ40歳台で，身体も頑鰭だ、ったので，なんとかやれました。他の

常務諸君は，大体2年か3年で交替しましたが，僕は理事長と柴野さんから「貴

方は辞めないで下さいよJ って最初から云われていたのとヲまた開設以来の仕

事の一貫性と責任の関係から，僕は辞めることが出来ずヲこの将来構想の実現

までまず10年間常務をやりました。たいへんはたいへんで、したが，危機の時期

の学菌経営の経験は，自分自身にとっては何物にも替えられない，生きた総合

科学的な体験でした。いつ，どんな構想を提起すべきかは，研究のあとは全く

の直感と最後は信念による決定で，経営学や経済学を多少勉強したかどうかな

どとは，ほとんど関係がない，いや社会科学を公式的に学ぶと，大抵は情勢を

決定論的に見る習慣になって，消極論に陥札結局情勢を創造する発想や決断

は生まれない。マル経学者も，大抵はそうでした。いや，マjレ経学者は概して

「資本論J の壮大な理論的伽藍の内に閉じこもってラ外の現実をとうえ，変革

する姿勢や能力は低い。

なお我々の学園常務理事としての活動は，あくまでも教育・研究労働者であ

りながらの活動，専門的経営者ではない一種の労働者自主管理としての活動な
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ので，その仕事をどう評錯すべきか，したがって例えばその活動の報酬をどの

ように決めるか，もひとつの問題でしたが，広義の研究教育活動の一環として

捉えて 2コマのノルマ超過分(最初の 3. 4年程は月 6千円)を常務手当と

しました。しかし，これではあまりに仕事量と不釣り合いになるので，後には

定額の手当として支給することにしましたが，実額は以前とそう変わりないも

のでした」

今輯「最初の将来計画が完成した頃には，大学の共産党の支部の活動はどんな

でしたかJ

中野「商大開設持から数年は，短大と商大の二つの教員斑，合わせて10数名と

職員班数名の三班と，委員会(いわゆる LC=細胞指導部)の構成で，各班か

ら1，2名程選出される委員会では，明和体制下の学菌の支部ですから，当然

その危機を打開し，発展をめざす基本方針が討議され，理事会，教授会，事務

局会議，組合などに提起し決定する政策のたたき台になりました。

僕はこの10年間，やはり一貫して支部長 (CAP) をやりましたが，これは，

学園の方針と支部の方針とをしっかり結合させるために，この持期には絶対に

不可欠でした。僕は党員であることを潟さなかったし，竹内理事長も柴野さん

も小林さんもそのことをよく承知の上，信頼してくれていました。

そして僕が支部活動で第一に重視したことは，党員は学園の一番苦しい，困

難な仕事を真っ先に担い，まさにその r前禽』的な仕事ぶりで教職員と理事，

学生の信頼を集める事の大切さで，もう一つは，あくまでも自由な学習で世界

と日本の情勢を先見的に掴み，方針作成に反映させる力量を育てること，でし

た。党の決定をも批判的に検討して，自主的な判断を持ちうること， しかし実

践においては決定にきちんと統一すること，それから人事その他で，党の狭い

セクト主義に絶対に陥らず，公正の原則をどこでも貫くこと，でした。

最後の点は，党が学園での大きな r政治勢力J になるほど特に大切なところ

で，教員人事はもちろん職員人事も公募による選考を採用しましたが，本学が

マルクス主義の研究者などを排除しないことが 11明和方式」とともにいろい

ろのルートから次第に伝わっていくと，院生の応募などにも一部その影響が現
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れてきました。

い経営学の院生が採用されて党員であることが判り，斑に所属しましたが，

その後彼が紀要に書いた論文の一部が共産党の雑誌 F経済J の論文からの丸写

しであること，しかもそのような盗用が二度もあったことを僕が発見して，彼

を自発的に辞職させた(盗用の事実は公開せず，自己都合にさせましたが)こ

ともありました。しかし大体のところヲ本学閣の党員は，学園とその教育碗究

の発展のためにラ非党員の教職員の皆さんとしっかり団結してよく頑張ってい

た， と思います。」

(付記 このインタビューは， 2011年3月118，札幌市内の中野徹三氏宅で、行っ

た。当日は北大スラブ研究センター研究員の井潤裕氏ラ北海道情報大学の天野

尚樹氏も同席した。井潤恵理氏が原稿を起こし中野氏が大幅に加筆したもの

である。)
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